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―
圏
央
道
の
供
用
区
間
が
増

え
て
き
ま
し
た

　
池
田　

総
延
長
約
３
０
０
㎞

の
う
ち
、
現
時
点
で
６
割
、
約

１
７
０
㎞
が
開
通
し
て
い
る
。

特
に
こ
の
春
に
開
通
が
相
次

ぎ
、
千
葉
県
の
木
更
津
東
Ｉ
Ｃ

か
ら
東
金
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
約
43

㎞
が
４
月
27
日
に
開
通
し
、
ま

た
神
奈
川
に
つ
い
て
も
、
海
老

名
Ｉ
Ｃ
か
ら
相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ

の
約
10
㎞
が
３
月
30
日
に
、
さ

ら
に
東
名
高
速
の
南
側
、
寒
川

北
Ｉ
Ｃ
か
ら
新
湘
南
バ
イ
パ
ス

の
茅
ヶ
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま

で
の
約
５
㎞
が
４
月

14
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

開
通
し
た
。

　

―
本
年
度
の
事
業

展
望
は

　
池
田　

本
年
度
の
予
算
が
先

月
成
立
し
た
が
、
圏
央
道
の
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２

年
度
補
正
予
算
を
含
め
る
と
対

前
年
度
比
約
16
％
増
の
約
１
１

５
５
億
円
と
な
り
、
早
期
開
通

に
必
要
と
な
る
十
分
な
予
算
化

が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

特
に
埼
玉
県
の
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ

か
ら
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区

間
、
そ
し
て
東
北
道
と
の
久
喜

白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
茨
城
県
に
入

っ
て
、
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
区
間
、
茨
城
県
の
稲
敷
Ｉ
Ｃ

か
ら
東
関
東
道
の
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

ま
で
の
区
間
、
東
京
都
の
高
尾

山
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
神
奈
川
に
入
っ

て
先
日
開
通
し
た
相
模
原
愛
川

Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
、
寒
川
北
Ｉ

Ｃ
か
ら
東
名
高
速
の
海
老
名
Ｊ

Ｃ
Ｔ
ま
で
の
区
間
。
こ
れ
ら
の

区
間
が
工
事
の
最
終
段
階
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
茨
城
の

稲
敷
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
利
根
川
を
渡

っ
て
千
葉
県
の
神
崎
Ｉ
Ｃ
の
区

間
に
つ
い
て
と
、
東
京
の
高
尾

山
Ｉ
Ｃ
か
ら
神
奈
川
に
入
っ
て

相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間

は
、
本
年
度
末
ま
で
に
開
通
す

る
予
定
で
、
工
事
を
鋭
意
進
め

て
い
る
。
残
り
の
区
間
に
つ
い

て
も
全
力
で
工
事
の
最
終
工
程

を
進
め
て
い
る
。
放
射
状
の
高

速
道
路
と
の
関
係
性
で
み
る

と
、
東
名
か
ら
東
関
東
道
ま
で

が
、
近
い
将
来
の
見
通
し
で
開

通
で
き
る
。
こ
れ
は
、
首
都
圏

の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
の
国
土

構
造
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
局
面
が
、
近
い
う
ち
に

訪
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

―
整
備
が
進
む
の
に
伴
い
、

沿
線
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は

　
池
田　

埼
玉
県
に
つ
い
て

は
、
既
に
開
通
し
て
い
る
関
越

道
を
挟
ん
で
の
区
間
に
、
多
く

の
企
業
立
地
が
進
ん
で
き
て
い

る
。
際
立
っ
て
い
る
の
が
物
流

関
係
の
施
設
。
物
流
関
係
の
方

に
話
を
聞
く
と
、
こ
れ
ま
で
は

首
都
圏
の
湾
岸
地
域
が
立
地
の

中
心
だ
っ
た
が
、
圏
央
道
が
開

通
す
る
こ
と
に
よ
る
立
地
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

圏
央
道
の
場
合
、
放
射
状
の
高

速
道
路
と
結
ば
れ
て
い
る
の

で
、
代
替
性
も
あ
る
し
、
都
心

ま
で
あ
る
程
度
の
時
間
で
到
達

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
非
常

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
ま
た
物

流
関
係
の
場
合
は
仕
分
け
作
業

な
ど
で
、
１
０
０
０
人
規
模
の

雇
用
が
必
要
と
な
る
。
雇
用
の

確
保
と
い
う
意
味
に
お
い
て

も
、
都
心
よ
り
も
優
位
性
が
あ

る
と
伺
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
埼
玉
の
圏
央
道
沿
線
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど

土
地
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
神
奈

川
、
茨
城
、
千
葉
も
含
め
た
圏

央
道
沿
線
全
体
の
企
業
立
地

は
、
こ
こ
15
年
程
度
の
期
間
で

み
る
と
、
全
国
平
均
の
約
３
・

４
倍
の
伸
び
率
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、こ
れ
ま
で
は
埼
玉
、

群
馬
と
神
奈
川
、
千
葉
と
の
連

携
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
圏
央
道
が
で
き

る
と
、
相
当
に
行
き
来
が
し
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
新

た
な
商
圏
、
観
光
な
ど
、
互
い

に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
色
々
な
方

の
話
を
聞
く
と
、
圏
央
道
の
そ

う
い
っ
た
効
果
も
浮
き
上
が
っ

て
き
て
い
る
。

　

―
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

首
都
直
下
地
震
に
対
し
圏
央
道

の
果
た
す
役
割
は

　
池
田　

首
都
直
下
地
震
で

は
、
圏
央
道
の
内
側
が
相
当
の

被
害
を
受
け
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
圏
央
道
は
都
心
部
に
比

べ
る
と
被
害
が
小
さ
い
と
い
う

想
定
に
な
っ
て
い
る
。
緊
急
輸

送
の
道
路
と
し
て
、
か
な
り
使

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
放

射
状
の
高
速
道
路
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
い
る
の
で
、
山
梨
、
長

野
、
群
馬
、
栃
木
な
ど
か
ら
首

都
圏
へ
の
支
援
の
ル
ー
ト
と
し

て
代
替
性
を
持
て
る
。
首
都
直

下
地
震
を
想
定
し
た
場
合
に
信

頼
感
、
安
心
感
の
あ
る
機
軸
に

な
る
。
ま
た
千
葉
の
房
総
地
域

は
津
波
の
心
配
も
あ
る
が
、
木

更
津
か
ら
成
田
空
港
に
向
け
て

の
圏
央
道
は
、
房
総
が
仮
に
津

波
被
害
を
受
け
た
時
に
、
東
北

で
行
わ
れ
た「
く
し
の
歯
作
戦
」

の
よ
う
に
、
圏
央
道
か
ら
海
沿

い
へ
の
支
援
物
資
の
輸
送
と
い

う
意
味
で
も
大
き
な
役
割
が
あ

る
。
災
害
に
強
い
と
い
う
の

は
、
い
か
に
代
替
性
を
持
つ
か

と
い
う
こ
と
。
放
射
状
道
路
が

つ
な
ぎ
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　

―
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　
池
田　

こ
れ
か
ら
日
本
の
国

土
を
考
え
た
場
合
に
、
内
陸
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
海
沿
い
中
心

に
経
済
が
発
展
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
内
陸
が
発
展
し
、
海

岸
地
域
と
連
携
し
た
り
、
内
陸

同
士
で
連
携
し
た
り
。
人
口
減

少
化
に
お
け
る
日
本
発
展
の
ひ

と
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考

え
て
い
る
。
圏
央
道
は
首
都
圏

の
環
状
道
路
に
み
え
る
が
、
実

は
埼
玉
、
群
馬
と
神
奈
川
、
千

葉
な
ど
の
海
岸
地
域
と
を
結
び

つ
け
る
役
割
も
大
き
い
。
今
ま

で
行
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
、
経

済
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
生
み
出
す

原
点
だ
ろ
う
。
人
口
減
少
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
が
少
な

く
な
っ
た
か
ら
道
路
が
少
な
く

て
良
い
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た

く
違
う
。
日
本
の
国
土
を
捉
え

て
、
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
必
要

か
と
い
う
視
点
が
重
要
。
日
本

の
場
合
は
、
高
速
道
路
網
が
ま

だ
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
国

土
を
活
用
し
て
発
展
し
、
か
つ

守
る
と
い
う
意
味
で
は
、
造
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
点
に
帰
っ
て
も
う
一
度
見
つ

め
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

―
事
業
推
進
の
担
い
手
と
な

る
建
設
業
界
に
望
む
こ
と
は

　
池
田　

国
土
の
建
設
に
関
わ

る
ハ
ー
ド
の
部
分
を

担
う
の
は
、
建
設
業

者
し
か
い
な
い
。
良

い
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画

が
あ
っ
て
も
、
行
政

だ
け
で
は
実
現
で
き

な
い
。
建
設
業
は
厳
し
い
時
代

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
の

で
、
引
き
続
き
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
土
木
構
造
物
も
50

年
近
く
経
つ
と
、
傷
み
が
出
て

く
る
。
長
持
ち
さ
せ
る
工
夫
も

す
る
が
、
そ
れ
で
も
取
り
替
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期

に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
更
新

が
、
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
建
設
業
界
の
仕
事
は
先
細

り
に
な
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な

く
て
、建
設
業
界
へ
の
期
待
、担

う
べ
き
こ
と
は
ず
っ
と
あ
る
。

関
係
沿
道
県
の

　
　
声

経
済
発
展
で
多
様
な
可
能
性

　

日
本
の
国
土
構
造
そ
の
も
の
を
劇
的
に
変
え
る
圏
央
道
―
。
国
土
交
通
省
ら
が
現
在
鋭
意
整
備
を
促

進
し
、
供
用
区
間
も
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
が
、
様
々
な
面
で
経
済
発
展
の
芽
と
し
て
期
待
さ
れ
る

こ
の
圏
央
道
は
、
関
係
沿
道
県
の
み
な
ら
ず
首
都
圏
全
体
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
早
期
完
成
が
待
た
れ
て
い
る
。
事
業
を
所
管
促
進
す
る
関
東
地
方
整
備
局
の
道
路
行
政
の
ト
ッ

プ
、
池
田
豊
人
道
路
部
長
に
圏
央
道
が
持
つ
多
様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
、
聞
い
た
。

池田　豊人（いけだ　とよひと）
1986年東京大学大学院工学系研究科修、同年４月
建設省(現国土交通省)入省。中部地方建設局静岡国
道工事事務所長、道路局企画課道路計画調査官、大
臣官房技術調査課技術企画官などを経て、11年７月
から現職。香川県出身、51歳

圏央道概要
　圏央道の正式名称は、一般国道468号首都圏中
央連絡自動車道。神奈川県では、地区によって
「高速横浜環状南線」「横浜湘南道路」「さがみ縦
貫道路」の名称で整備が進められている。
　東京都心から半径40～60㎞に位置し、神奈川県
横浜市金沢区の釜利谷JCTを起点に、千葉県木更
津市の木更津ICに至る総延長300㎞に及ぶ高規格
幹線道路。厚木、八王子、川越、つくば、成田な
どの主要都市を結び、分散型ネットワーク構造を
形成する。東京外かく環状道路、東京湾アクアラ
インなどと連携することにより、慢性的な首都圏
の交通渋滞の緩和をはじめ、首都圏の様々な機能
の再編や産業活力の向上を図る上でも重要な役
割を果たす。
　現在総延長300㎞のうち、約170㎞区間が供用。
企業立地などで劇的な変化をもたらしており、日
本の国土構造そのものを変える社会インフラと
して、東京外かく環状道路（外環道）、首都高速
中央環状線（中央環状線）とともに、早期完成が
期待される重要な道路。

日本の国土構造を変える道路

国土交通省関東地方整備局道路部長

　本県では、圏央道の県内区間約71㎞のうち
常磐道を挟んで約24㎞が開通しており、沿線
地域には、広域交通ネットワークの充実や都
心から40㎞～60㎞と近く地価も比較的安いと
いう魅力から、古河市に日野自動車、阿見町
に雪印乳業、稲敷市にコメリグループの物流
拠点など、優良企業の進出が相次いでいます。
　また、開通が間近となった五霞町や坂東市
などのIC周辺地域では、土地区画整理や工業
団地などの開発計画が具体化してきています。
　残る区間約41㎞の開通により東北道、東関

道と接続されますと、成田空港や鹿島港への
アクセスが格段に向上し、首都圏の新たな人
やモノの流れが生まれることとなり、沿線地
域への企業立地がますます加速することが期
待されます。
　さらに、今後予想される首都直下地震の際
に緊急輸送道路として極めて大きな役割を果
たすことから、防災・減災の面でもミッシン
グリンクの解消が急務となっています。
　300万県民を上げて、圏央道の早期全線開
通を大いに期待しています。

早期全線開通に期待／茨城
茨城県土木部長　立　藏　義　明

　長年、待ち望んでおりました圏央道（東金・
茂原・木更津間）が開通したことは、本市に
とって、正に歴史的なことであり、市民の皆
様方と共に大きな喜びを感じております。
　この圏央道の開通により、本市と２つの国
際空港（成田空港・羽田空港）がそれぞれ1
時間弱で結ばれたことは、広域的な流通全般
に大きな変革をもたらすものであり、企業誘
致だけではなく、観光、医療など様々な分野
において地域発展の原動力となるものと確信

しております。
　毎年7月に開催いたしております本市観光
の最大イベントである「茂原七夕まつり」に
も、圏央道開通により交通アクセスが向上し
たことで、より多くの方々に訪れていただけ
るものと期待しております。
　今後とも、圏央道を最大限活用し、活気と
潤いに彩られた「魅力あるふるさと茂原」を
市民の皆様とともに創り上げてまいりたいと
思っております。

地域発展の原動力に／千葉
茂原市長　田　中　豊　彦

　圏央道は、神奈川の南北交通の機能を劇的
に強化する県民待望の路線である。慢性的渋
滞に悩む東名高速の厚木ＩＣ周辺や、国道16
号、同129号の混雑緩和が進むとともに、東
名、中央、関越といった放射方向の高速道路
が連結され、円滑な広域間移動がもたらされ
る。本県は県民の所得が他地域に比べ高く、
移動時間節約による経済的メリットも相対的
に大きい。また産業面では、こうした広域道
路ネットワークの充実を見越して、相模原や
県央地域の圏央道ＩＣ近接地で大型物流施設

の建設ラッシュが見られるほか、湘南、箱根
地域などでは、入り込み観光客の増加に期待
が寄せられている。さらに、今年２月、圏央
道周辺９市２町を対象に、「さがみロボット
産業特区」が国の地域活性化総合特区に指定
され、生活支援ロボットの実証実験推進など
を通じた関連企業の誘致・集積の途が拓かれ
た。今後の本県産業の競争力強化・高度化の
誘い水としても、圏央道は大きな役割を担っ
ている。

県内産業に大きな役割／神奈川
㈱浜銀総合研究所理事　八　木　正　幸

　桶川市における圏央道の整備もいよいよ最
終段階を迎え、日々、新たな姿を目の当たり
にする市民の期待も大きく膨らんできており
ます。
　また、圏央道に接続する上尾道路の整備も
進み、広域幹線道路の結節点が市内に生まれ
ることにより、桶川から日本全国、更には世
界へと繋がる基盤が整いつつあります。
　本市ではこのチャンスを最大限に活かした
まちづくりを進めるため、新たに開設される

インターチェンジ周辺において積極的に企業
誘致を進めております。
　また、桶川市には埼玉県内で唯一、二つの
圏央道のインターチェンジが設置され、隣接
する市街地には企業が必要とする人材が多数
生活しております。
　今後、これらの魅力を積極的に発信し、更
なる企業誘致を進めることにより『活気あふ
れる交流拠点都市　おけがわ』の形成を進め
てまいります。

積極的に企業誘致推進／埼玉
桶川市長　小　野　克　典
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圏央道特集／建設現場レポート

　圏央道はすでに170㎞区間が供用さ
れており、周辺エリアの経済発展に大
きく貢献している。しかし無事開通式
に漕ぎ着けるまでには、それぞれの施
工現場で起こる様々な問題を熱意と創
意工夫で克服し、工期内に完成させな
ければならない。関係する４県の出先
事務所６カ所で施工中の現場を訪ねる
とともに、発注者側として現場の最前
線で指揮を執る、建設監督官らから話
を聞いた。

　

担
当
は
、
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
〜
桶
川
Ｉ
Ｃ

区
間
で
、
高
架
橋
区
間
と
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
、

旧
中
山
道
、
国
道
17
号
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

を
含
む
掘
割
区
間
が
あ
り
ま
す
。
掘
割
区

間
は
延
長
が
長
く
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
既

設
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
５
つ
の
工
区
に
分
け
、
工
区
間

で
最
適
な
工
程
と
な
る
よ
う
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

安
全
対
策
と
し
て
、
安
全
協
議
会
を
毎

月
開
催
し
、
重
点
項
目
、
事
例
等
の
伝
達

に
よ
り
安
全
意
識
を
向
上
。
８
月
予
定
の

工
事
安
全
点
検
で
は
、
現
場
の
安
全
状
況

を
確
認
し
、
良
い
点
は
他
の
現
場
で
も
取

り
入
れ
、
悪
い
点
は
改
善
を
図
り
安
全
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

技
術
面
で
は
、
施
工
条
件
に
応
じ
て
３

タ
イ
プ
の
連
続
地
中
壁
を
採
用
し
ま
し

た
。
一
般
的
な
Ｓ
Ｍ
Ｗ
、
横
方
向
に
一
度

に
壁
面
を
造
る
Ｔ
Ｒ
Ｄ
、
汚
泥
の
排
出
量

を
減
ら
す
Ｅ
Ｃ
Ｗ
で
す
。

　

現
場
が
市
街
地
内
の
た
め
、
騒
音
対
策

と
し
て
、
標
準
的
な
万
能
塀
を
さ
ら
に
高

く
し
た
り
、
音
源
近
く
で
の
防
音
対
策
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

担
当
は
、
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
、
桶
川
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
で
す
。
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
で
は
現

在
、
東
北
道
方
面
か
ら
料
金
所
へ
の
ラ
ン

プ
橋
と
本
線
の
橋
梁
整
備
な
ど
が
進
ん
で

い
ま
す
。
桶
川
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
で
は
、
料

金
所
付
近
で
の
盛
土
や
料
金
所
と
本
線
や

一
般
道
と
の
ラ
ン
プ
部
分
で
橋
梁
、
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

安
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
対
策
協

議
会
で
は
必
ず
「
い
く
ら
お
金
を
か
け
て

対
策
を
行
っ
て
も
１
０
０
％
は
あ
り
え
な

い
。
個
人
、
一
人
ひ
と
り
が
危
機
意
識
を

持
っ
て
作
業
を
」
と
話
し
ま
す
。

　

地
元
対
策
も
、
い
く
ら
事
前
に
対
策
し

て
も
１
０
０
％
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
地
域
住
民
か
ら
素

早
く
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
、
心
配
し
て
い
る
方
に
は
小

ま
め
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
で
は
、
杭
工
事
の
際
に

約
12
万
年
前
の
貝
の
化
石
が
出
土
し
た
の

で
、
近
隣
の
小
学
生
な
ど
集
め
化
石
収
集

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
け
持
っ
て
い
る
工
事
区
間
は
、
相
模

川
南
詰
か
ら
葉
山
島
ト
ン
ネ
ル
南
坑
口
ま

で
、
主
に
相
模
原
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
約
３
・
４

㎞
で
、ま
さ
に
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

合
計
16
工
事
あ
る
た
め
、
大
型
車
の
搬

入
に
つ
い
て
は
毎
週
の
工
程
会
議
で
調
整

し
、
混
乱
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

大
型
車
の
台
数
や
作
業
時
間
、
騒
音
、

震
動
に
つ
い
て
は
近
隣
住
民
に
事
前
に
説

明
し
、
了
解
を
受
け
て
か
ら
工
事
を
進
め

る
よ
う
に
し
て
お
り
、
ま
た
散
水
や
ジ
ェ

ッ
ト
洗
浄
で
土
ほ
こ
り
を
抑
え
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
月
に
１
度
は
安
全
協
議

会
で
清
掃
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

24
時
間
体
制
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
急
峻

な
斜
面
で
の
ラ
ン
プ
橋
工
事
、
高
所
で
の

橋
梁
張
り
出
し
工
事
な
ど
様
々
な
構
造
物

を
施
工
し
て
お
り
、
品
質
と
安
全
に
気
を

配
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
線
は
本
年
度
供
用
の
た
め
、
年
内
に

は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
引
き
渡
す
予
定

で
す
。
相
模
原
Ｉ
Ｃ
は
１
年
遅
れ
の
２
０

１
４
年
度
供
用
と
な
り
ま
す
。

　

当
出
張
所
と
監
督
官
１
名
で
担
当
し
て

い
る
区
間
は
、
茅
ヶ
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
海
老

名
南
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
。
こ
の
う
ち
茅
ヶ
崎
Ｊ

Ｃ
Ｔ
か
ら
寒
川
北
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
４
月
に
開

通
。
現
在
、
東
海
道
線
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
相
模

線
が
交
差
し
て
い
る
区
間
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

東
海
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
委
託
し
、
架
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
深
夜
の
施
工
が
中

心
と
な
り
、
時
間
的
制
約
の
厳
し
い
中
で

施
工
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
供
用
し
た
区

間
で
は
寒
川
町
田
端
で
、
神
奈
川
県
道
の

上
に
さ
が
み
縦
貫
の
高
架
橋
を
整
備
す
る

と
い
う
上
下
の
工
事
が
あ
っ
た
た
め
、
非

常
に
安
全
面
の
注
意
を
要
し
ま
し
た
。
確

実
な
施
工
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、
上

部
で
作
業
す
る
時
は
、
県
道
の
交
通
を
反

対
側
に
振
る
な
ど
、
密
接
な
調
整
に
よ
り

進
め
ま
し
た
。
事
前
に
沿
道
の
方
に
ご
連

絡
し
た
上
で
通
行
止
め
、
広
範
囲
な
迂
回

路
の
設
定
、
バ
ス
停
留
所
の
臨
時
移
設
な

ど
、
関
係
者
の
方
々
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
県
道
上
で
の
確
実
な
施
工

と
い
う
観
点
か
ら
新
技
術
で
あ
る
鋼
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
合
成
床
版
を
活
用
。
安
全

性
、
時
間
短
縮
、
経
済
性
も
総
合
的
に
検

討
し
、
確
実
な
施
工
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

さ
が
み
縦
貫
新
設
に
伴
い
新
幹

線
の
新
横
浜
・
小
田
原
間
50
㎞
９

０
０
ｍ
付
近
で
交
差
す
る
、
こ
線

道
路
橋
の
新
設
工
事
。
東
海
道
新

幹
線
と
相
模
線
の
直
上
を
横
断
す

る
。
事
業
主
体
の
横
浜
国
道
事
務

所
か
ら
委
託
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
が

発
注
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

送
り
出
し
工
法
と
ク
レ
ー
ン
架

設
工
法
と
を
併
用
し
、
新
幹
線
・

相
模
線
の
上
空
に
メ
タ
ル
の
桁
を

架
設
し
て
い
る
（
２
径
間
）。
施

工
エ
リ
ア
の
延
長
は
約
１
５
０
ｍ

で
、
１
径
間
が
延
長
約
70
ｍ
。

　

工
事
の
特
性
と
し
て
、
列
車
の

運
行
が
な
い
時
間
帯
に
、
最
大
の

安
全
性
を
確
認
し
て
施
工
し
て
い

る
。
送
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
深

夜
１
〜
３
時
頃
の
２
時
間
が
メ
ー

ン
と
な
る
。

　

深
夜
の
施
工
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
低
騒
音
の
建
機
を
用
い
る
な

ど
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
。
ま
た
上
空
で
の
作
業
が
多
い

の
で
、
落
下
物
対
策
に
最
大
限
の

注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

現
場
内
の
関
係
者
は
日
々
、
作

業
手
順
の
確
認
、
整
理
整
頓
を
徹

底
し
て
い
る
。
い
つ
も
現
場
全
体

が
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
ひ

い
て
は
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
と

の
考
え
か
ら
だ
。

新幹線50K900付近さがみ縦貫道新設／名工建設・鉄建建設JV

■施工メモ
・工事概要／新幹線上空桁架設工事
・工事場所／神奈川県寒川町倉見3794－1
・工期／2015年2月20日
・作業所所長／五代　恒憲

横
浜
国
道
管
内

深夜施工中心で周辺に配慮
　

事
業
主
体
の
横
浜
国
道
事
務
所

か
ら
委
託
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東

京
工
事
事
務
所
が
発
注
者
。
現
場

は
相
模
線
と
交
差
し
て
い
る
。

　

施
工
は
基
礎
杭
か
ら
上
部
工
ま

で
の
広
範
囲
に
わ
た
る
。
場
所
打

杭
工
事
の
後
、
Ｒ
Ｃ
フ
ー
チ
ン
グ

基
礎
を
構
築
。
そ
し
て
鋼
製
橋
脚

（
７
基
）
を
整
備
し
、
そ
の
上
に

鋼
製
の
橋
桁
を
架
設
す
る
。

　

上
部
工
の
延
長
は
約
４
０
０
ｍ

で
、
７
ス
パ
ン
（
既
設
の
橋
脚
１

基
あ
り
）。
ク
レ
ー
ン
架
設
の
ほ

か
、
線
路
上
空
の
上
部
工
架
設
に

関
し
て
は
、
横
取
り
架
設
工
法
で

施
工
し
て
い
る
。

　

安
全
面
の
配
慮
と
し
て
、
昼
間

の
列
車
接
近
時
は
ク
レ
ー
ン
、
重

機
作
業
な
ど
を
一
時
中
断
し
て
い

る
。
ま
た
列
車
に
対
し
て
の
保
安

要
員
も
配
置
。
線
路
上
空
で
の
作

業
で
は
、
資
機
材
の
置
き
忘
れ
が

な
い
よ
う
徹
底
す
る
な
ど
、
落
下

物
対
策
を
重
視
。
高
所
作
業
な
の

で
安
全
帯
は
必
需
品
。
現
場
内
の

声
か
け
も
徹
底
し
て
い
る
。

　

住
宅
に
近
接
し
て
い
る
の
で
、

昼
夜
問
わ
ず
、
防
音
に
配
慮
し
て

い
る
。
近
隣
へ
の
ほ
こ
り
対
策
と

し
て
、
防
塵
ネ
ッ
ト
も
使
用
。

さがみ縦貫道路（交差２）１工区新設／鉄建建設・東急建設JV

■施工メモ
・工事概要／下部工、上部工
・工事場所／神奈川県寒川町倉見
・工期／2015年5月31日
・現場代理人／岩澤　裕史

横
浜
国
道
管
内

下部と上部を一体で施工

建設現場の数だけ
熱意と工夫がある

素早い地元対応を
大宮国道事務所
建設監督官　狩生　正彦

騒音対策に創意工夫
大宮国道事務所
建設監督官　田中　晶悟

品質と安全に配慮
相武国道事務所
建設監督官　武井　桂樹

密接調整で安全確保
横浜国道事務所
藤沢出張所長　　山﨑　 茂

　

串
川
を
渡
河
す
る
区
間
は
、
同

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
ラ
ン
プ
橋
が
３
橋
計
画
さ
れ

て
お
り
、
本
線
の
串
川
橋
梁
の
ほ

か
、
Ａ
〜
Ｃ
の
ラ
ン
プ
橋
の
工
事

も
同
時
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
近
接
し
て
８
つ
の
橋

脚
で
張
り
出
し
架
設
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
同
社
で
は
こ
の
う
ち
本

線
の
串
川
橋
及
び
Ｃ
ラ
ン
プ
橋
の

上
部
工
事
を
手
が
け
て
い
る
。

　

本
線
区
間
の
串
川
橋
で
は
、
Ａ

１
〜
Ｐ
２
が
２
箱
桁
、
Ｐ
２
〜
Ａ

２
区
間
は
ラ
ン
プ
橋
を
併
設
し
て

い
る
こ
と
か
ら
３
箱
桁
の
変
断
面

構
造
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
施
工
例

が
な
い
、
高
度
な
技
術
が
要
求
さ

れ
る
工
事
。

　

桁
下
の
高
さ
が
40
ｍ
に
及
び
作

業
ヤ
ー
ド
も
す
べ
て
仮
設
で
対
応

す
る
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
の
工
事
と

な
る
こ
と
か
ら
、
移
動
作
業
車
に

よ
る
片
持
ち
架
設
工
法
に
よ
り
、

慎
重
に
進
め
て
い
る
。

　

高
所
作
業
と
な
る
た
め
、
安
全

面
で
は
在
来
型
の
墜
落
・
転
落
対

策
に
充
分
配
慮
し
、
ま
た
大
事
故

に
つ
な
が
る
落
下
物
防
止
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
。『
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
』
を
信
条
に
、
毎

日
の
朝
礼
で
安
全
対
策
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

さがみ縦貫串川橋上部工事／川田建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／串川橋＝PC3径間連続ラーメ
ン箱桁橋　橋長305m

　Cランプ橋＝PC3径間連続ラーメン箱桁橋
橋長245.123m

・工事場所／神奈川県相模原市緑区小倉地先
・工期／201４年3月25日
・監理技術者／大谷　満

相
武
国
道
管
内

墜落防止に細心の注意

　

葉
山
島
ト
ン
ネ
ル
は
相
模
原
市

緑
区
葉
山
島
〜
小
倉
を
結
ぶ
山
岳

ト
ン
ネ
ル
で
、
延
長
２
１
０
０
ｍ

の
上
下
線
を
同
社
が
一
括
施
工
し

て
い
る
。
す
で
に
本
年
５
月
30
日

に
上
り
線
が
貫
通
し
、
下
り
線
に

つ
い
て
も
６
月
11
日
に
貫
通
の
運

び
と
な
っ
た
。

　

工
区
内
中
央
部
に
不
法
投
棄
盛

土
が
分
布
し
、
そ
の
下
を
ト
ン
ネ

ル
が
通
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
注

入
材
に
止
水
用
ウ
レ
タ
ン
系
注
入

材
を
使
用
し
た
長
尺
鋼
管
フ
ォ
ア

パ
イ
リ
ン
グ
及
び
長
尺
鏡
ボ
ル
ト

の
補
助
工
法
を
採
用
し
、
湧
水
に

よ
る
不
安
定
化
の
解
消
と
工
期
の

短
縮
を
実
現
し
た
。
ま
た
国
道
５

１
１
号
か
ら
作
業
横
坑
を
３
１
０

ｍ
掘
削
し
、
上
り
線
の
終
点
側
か

ら
起
点
側
へ
先
回
掘
削
す
る
こ
と

で
、
進
捗
率
を
大
幅
に
上
げ
た
。

　

掘
削
工
法
は
発
破
に
よ
る
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｍ
工
法
の
た
め
、
厚
い
鉄
板
の

扉
を
二
重
に
し
て
開
口
部
を
閉
め

発
破
に
よ
る
騒
音
を
抑
え
る
な

ど
、
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
に
務
め

た
。
作
業
の
節
目
に
は
、
地
元
住

民
に
作
業
内
容
を
説
明
し
理
解
を

得
な
が
ら
、
慎
重
に
作
業
を
進
め

て
い
る
。

さがみ縦貫葉山島トンネル工事／大成建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／ L2100m（上り線：L2100.5m、
下り線：L2098.5m）　内空面積約67㎡　
NATM発破工法

・工事場所／神奈川県相模原市緑区葉山島～小倉
・工期／2013年12月25日
・監理技術者／栗原　勝美

相
武
国
道
管
内

様々な工法で工期を確保
　

本
線
と
津
久
井
広
域
道
路
を
結

ぶ
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

は
、
ア
ク
セ
ス
す
る
４
本
の
ラ
ン

プ
橋
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
本
工

事
は
、
ラ
ン
プ
橋
と
料
金
所
を
結

ぶ
取
付
橋
の
橋
台
と
橋
脚
を
施
工

し
て
い
る
。

　

急
峻
な
地
形
で
工
事
用
道
路
も

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
の
施

工
に
当
っ
て
は
斜
路
勾
配
12
％
、

最
大
高
さ
約
40
ｍ
、
鋼
材
１
６
３

０
ｔ
と
い
う
大
規
模
な
仮
橋
・
仮

桟
橋
の
築
造
か
ら
始
ま
り
、
極
め

て
厳
し
い
施
工
条
件
の
中
、
１
年

か
け
慎
重
に
仮
桟
橋
を
組
み
上
げ

た
。

　

橋
台
、
橋
脚
と
も
基
礎
は
深
礎

杭
が
採
用
さ
れ
、
急
勾
配
の
斜
面

で
施
工
す
る
た
め
、
橋
脚
の
土
留

工
に
竹
割
土
留
工
と
呼
ば
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
形
状
の
工
法
を
取
り
入

れ
た
。

　

工
期
の
関
係
か
ら
隣
接
す
る
Ａ

１
、
Ｐ
１
橋
脚
の
工
事
は
ほ
ぼ
同

時
施
工
で
進
め
ら
れ
、
墜
落
・
転

落
防
止
の
ほ
か
、
大
型
重
機
が
複

数
動
い
て
い
る
た
め
、
吊
り
荷
の

落
下
や
重
機
同
士
の
接
触
事
故
等

に
も
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
た
。

さがみ縦貫城山ICランプ橋下部（その2）工事／大成建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／A1橋台工1基　P1橋脚工1基
L型擁用壁工1基　仮設工
・工事場所／神奈川県相模原市緑区小倉地先
・工期／2013年10月31日
・現場代理人／大丸　雄一郎

相
武
国
道
管
内

急峻な斜面切り開く難工事

　

現
場
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
か
ら
国

道
17
号
ま
で
の
間
に
位
置
し
た
県

道
東
松
山
桶
川
線
沿
い
の
施
工
延

長
３
６
２
ｍ
の
半
地
下
構
造
物
を

構
築
す
る
工
事
。
半
地
下
構
造
物

と
し
て
特
殊
Ｕ
型
擁
壁
が
２
４
６

ｍ
、
旧
中
山
道
下
は
函
渠
69
ｍ
を

整
備
し
て
い
る
。

　

工
事
の
特
徴
と
し
て
、
交
通
量

の
多
い
県
道
に
近
接
し
て
い
る

上
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車

と
い
っ
た
交
通
量
の
多
い
旧
中
山

道
、
市
道
を
横
断
す
る
た
め
、
道

路
を
切
回
し
な
が
ら
、
旧
中
山
道

な
ど
混
雑
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
配

慮
。
ま
た
、
周
辺
に
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
も
あ
る
た
め
、
万
能
鋼
板
に

加
え
て
上
部
に
防
音
シ
ー
ト
の
設

置
、
さ
ら
に
騒
音
計
測
器
を
設
置

し
常
に
音
に
対
し
て
注
意
を
払
い

進
め
て
い
る
。

　

掘
削
す
る
際
に
抜
い
て
い
る
地

下
水
も
工
事
用
道
路
に
撒
き
、
車

両
の
泥
を
落
と
し
周
辺
に
土
を
引

っ
張
ら
な
い
よ
う
配
慮
、
水
は
浸

透
桝
か
ら
地
面
へ
戻
し
て
い
る
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
す
べ
て
の
災

害
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
強
い
意
思
の
も
と
、
第
３
者
の

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
無
事
故

無
災
害
を
達
成
す
る
た
め
、
職

員
、
作
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

圏央道北本地区函渠その１工事／大成建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／躯体延長約315m、特殊U型擁
壁約246m、函渠約69m

・工事場所／埼玉県北本市二ツ家地先
・工期／2014年12月25日
・作業所長（現場代理人）／佐藤　忠嗣

大
宮
国
道
管
内

市街地内での安全施工

大
宮
国
道
管
内
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圏央道特集／建設現場レポート

　

当
事
務
所
が
担
当
す
る
圏
央
道
の
整
備

区
間
は
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
仮
称
）
〜
木
更
津

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
で
、
今
年
4
月
27
日
に
東
金
Ｊ

Ｃ
Ｔ
―
木
更
津
東
Ｉ
Ｃ
間
42
・
９
㎞
が
開

通
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
栄
Ｊ

Ｃ
Ｔ
（
仮
称
）
―
松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ
間
18
・

５
㎞
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
圏
央

道
は
千
葉
県
に
と
っ
て
の
骨
格
道
路
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
栄
―
松
尾
横
芝
間
も
早

期
の
工
事
着
手
へ
向
け
、
今
年
度
か
ら
用

地
買
収
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
に
は
複
数
の
ト
ン

ネ
ル
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
が
、
笠
森
鶴
舞

ト
ン
ネ
ル
で
は
多
量
の
湧
水
、
山
口
ト
ン

ネ
ル
で
は
乾
い
た
砂
質
地
層
に
悩
ま
さ

れ
、
と
も
に
掘
削
中
に
陥
没
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
幸
い
作
業
員
が
け
が
す
る
こ
と

も
な
く
、
様
々
な
補
助
工
法
を
駆
使
し
、

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
高
滝
湖
Ｐ
Ａ
の
仕
上
げ
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
最
後
ま
で
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
仮
）
猿
島
岩
井
Ｉ
Ｃ
か
ら
つ
く
ば
中

央
Ｉ
Ｃ
ま
で
約
19
・
２
㎞
で
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

工
事
区
間
内
は
、
軟
弱
地
盤
の
箇
所
が

多
い
た
め
、
地
盤
改
良
の
検
討
を
行
っ
て

か
ら
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。
ま
た
工

事
業
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
技
術
を
駆
使

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
現
場
の
安
全
対
策
で
は
、
近
く
に

通
学
路
が
あ
れ
ば
、
通
学
時
間
帯
は
工
事

車
両
の
進
入
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
措
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
交
通
整
理
員
を

配
置
し
て
資
機
材
搬
入
の
際
の
事
故
を
防

い
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
月
１
回
、
安
全
協
議
会
を
開

き
、
施
工
業
者
と
行
政
側
で
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
気
づ
い
た
点
な
ど
を
出
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　

工
事
現
場
で
の
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
が

未
然
に
予
測
し
て
防
げ
る
も
の
ば
か
り
。

そ
の
た
め
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
、
し
っ
か
り
と
や
る
よ
う
業
者
へ
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
工
事
は
地
元
の
土
地
改
良
区

や
学
校
な
ど
へ
し
っ
か
り
と
説
明
し
た
上

で
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
内
の
開
通
に
向
け
て
、

稲
敷
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
）
神
崎
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

約
10
・
５
㎞
に
お
い
て
鋭
意
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
約
３
㎞
が
橋
梁
の
区
間
で

す
。
そ
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
で
は
、
土
工
区
間
の
切
土
で
発
生

し
た
砂
質
系
や
粘
性
の
土
に
つ
い
て
、
石

灰
や
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
改
良
し
安
定
処

理
を
行
っ
た
後
で
、
盛
土
の
現
場
へ
再
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
掘
削
土
の
防
塵
対
策
と
し
て
、
防

塵
ネ
ッ
ト
を
道
路
境
界
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
土
運
搬
に
際
し
て
は
、
生
活
道
路
は

極
力
使
わ
ず
、
現
場
内
の
工
事
用
道
路
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
現
場
の
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
月

１
回
、
無
作
為
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
業
者
と
監
督
側
が
双
方
に
指
摘
、
啓
蒙

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
ご
ろ
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る

盗
難
や
イ
タ
ズ
ラ
に
対
し
て
、
休
工
日
で

も
見
回
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

様 な々近隣対策も
北首都国道事務所
杉戸国道出張所長　 越川　裕

　

担
当
区
間
は
、
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨

城
県
境
の
中
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
の

埼
玉
県
区
間
の
14
・
４
㎞
で
す（
一
部
供
用

し
て
い
る
区
間
あ
り
）。
す
べ
て
高
架
構

造
で
、東
北
新
幹
線
、東
北
本
線
、
東
武
日

光
線
の
鉄
道
３
線
を
横
断
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
対
策
で
は
、
ひ
と
月
に
１
回
、
出

張
所
の
監
督
職
員
と
施
工
会
社
に
よ
る
安

全
協
議
会
を
開
き
、
情
報
伝
達
を
行
う
ほ

か
、
現
場
を
決
め
て
全
社
で
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
点
検
を
行
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
現

場
で
は
下
請
け
の
職
長
も
加
わ
っ
て
点

検
、
各
社
か
ら
の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
現

場
で
の
安
全
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
・
品
質
向

上
へ
新
技
術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
床
版
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
流
し
込
む
際

に
、
回
り
込
み
難
い
箇
所
へ
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
充
填
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
対
策
で
、
家
屋
近
接
箇
所
で
は
吸

音
式
の
目
隠
し
板
の
採
用
、
工
事
中
の
ほ

こ
り
対
策
と
し
て
防
塵
ネ
ッ
ト
設
置
や
散

水
対
応
な
ど
周
辺
へ
の
配
慮
に
努
め
て
い

ま
す
。

最後まで安全徹底を
千葉国道事務所
建設監督官　　小川　渉

新技術で工期短縮
北首都国道事務所
三郷国道出張所長　　鈴木　彰

　

担
当
は
、
埼
玉
と
茨
城
の
県
境
か
ら
猿

島
岩
井
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
担
当
を
除
く
約
13
㎞
の
改
築
で
す
。

特
徴
的
な
の
は
、
境
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
を
挟

み
埼
玉
側
が
高
架
、
茨
城
側
が
盛
土
と
２

つ
の
構
造
で
構
成
し
て
い
る
点
で
す
。
ま

た
、
橋
長
約
８
３
０
ｍ
の
利
根
川
渡
河
橋

は
、
利
根
川
左
岸
か
ら
手
延
べ
機
に
よ
る

桁
の
送
り
出
し
が
始
ま
っ
て
お
り
、
施
工

方
法
と
し
て
非
常
に
目
を
引
く
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

安
全
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
安
全
対
策

協
議
会
を
毎
月
１
回
、
持
ち
回
り
に
よ
り

現
場
で
行
い
、
安
全
対
策
や
現
場
管
理
な

ど
参
加
者
か
ら
意
見
を
も
ら
い
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

新
技
術
で
は
、
施
工
工
程
・
期
間
の
短

縮
へ
、
地
盤
改
良
で
セ
メ
ン
ト
を
入
れ
て

攪
拌
す
る
際
、
通
常
１
軸
で
行
う
と
こ
ろ

を
２
軸
で
行
う
な
ど
採
用
し
ま
し
た
。

　

近
隣
へ
の
環
境
対
策
で
は
、
盛
土
区
間

な
ど
土
砂
運
搬
を
伴
う
部
分
で
は
、
高
さ

３
ｍ
の
防
塵
ネ
ッ
ト
を
民
地
と
の
境
に
設

置
し
て
、周
辺
環
境
へ
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

全
長
８
３
５
ｍ
（
橋
脚
12
本
、

う
ち
河
川
区
域
内
が
10
本
）
の
利

根
川
高
架
橋
上
部
工
事
を
担
当
。

月
に
1
回（
計
７
回
）、
組
立
て
た

橋
桁
を
河
川
上
に
約
１
２
０
ｍ
送

出
す
作
業
が
あ
る
が
、
今
日
は
偶

然
に
も
、
第
２
回
目
送
出
し
架
設

の
日
に
あ
た
る
。
全
て
の
作
業
が

高
さ
15
ｍ
の
高
所
の
た
め
、
墜
落

事
故
や
落
下
防
止
ネ
ッ
ト
、
資
材

の
飛
散
防
止
に
努
め
、
作
業
員
に

は
ハ
ー
ネ
ス
型
の
２
丁
掛
安
全
帯

を
使
用
さ
せ
る
指
導
を
徹
底
。

　

強
風
対
策
と
し
て
は
回
転
灯
が

点
い
た
り
、
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
デ
ジ

タ
ル
風
速
計
を
設
置
し
て
作
業
の

中
止
を
判
断
す
る
。
ク
レ
ー
ン
車

も
強
風
に
な
る
と
折
り
た
た
ん
で

低
く
し
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
作
業
現
場
を
き
れ
い
に
整
理

し
、
片
付
け
る
こ
と
が
安
全
に
つ

な
が
る
。「
当
た
り
前
の
こ
と
を

や
る
こ
と
が
事
故
防
止
に
直
結
す

る
」
と
確
信
。
朝
礼
で
は
全
員
集

め
て
危
険
予
知
活
動
や
そ
の
日
の

作
業
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
現
場

に
入
る
。

　

渇
水
期
間
中
（
11
月
初
〜
５
月

末
）
で
も
２
年
に
１
度
は
警
戒
水

域
ま
で
増
水
す
る
利
根
川
だ
が
、

今
年
４
月
に
は
、
台
風
並
み
の
低

気
圧
に
よ
る
影
響
で
、
河
川
敷
の

資
機
材
を
高
台
に
移
動
す
る
対
策

を
と
っ
た
。

利根川高架橋上部その１工事／巴・東綱特定建設ＪＶ

■施工メモ
・工事概要／利根川B橋：鋼5径間連続紐幅
箱桁橋、橋長L400mほか1橋

・工事場所／茨城県五霞町小福田～境町塚崎
・工期／2014年8月29日
・現場代理人／伊東　卓二

北
首
都
国
道
管
内

当たり前を心掛けた安全
　

小
貝
川
の
両
岸
に
橋
脚
を
設

置
。
右
岸
側
が
２
基
、
左
岸
側
１

基
。
短
期
間
で
の
並
行
工
事
で
、

機
械
の
運
搬
に
苦
労
し
た
が
専
用

大
型
車
両
を
使
い
対
処
。
一
方
、

両
岸
に
ト
イ
レ
を
置
く
な
ど
他
の

現
場
に
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
。

　

工
事
区
間
が
両
岸
に
分
か
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
ま
め
に
移
動

し
て
巡
回
。

　

左
岸
側
で
は
田
ん
ぼ
が
あ
る
の

で
耕
作
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
注
意
喚
起
。
右

岸
側
で
は
施
工
エ
リ
ア
と
道
路
に

柵
を
立
て
て
分
離
。
ま
た
付
近
に

野
球
場
が
あ
る
た
め
簡
易
な
立
入

防
護
柵
の
対
策
を
と
っ
た
。

　

こ
の
野
球
場
と
隣
の
サ
ッ
カ
ー

場
は
、
子
ど
も
達
が
土
日
に
頻
繁

に
利
用
。
そ
の
た
め
前
の
通
り
で

は
工
事
車
両
を
25
㎞
に
速
度
制

限
。

　

横
断
作
業
の
際
は
一
般
車
両
と

の
接
触
を
避
け
る
た
め
交
通
整
理

員
を
付
け
た
。
そ
の
ほ
か
３
業
者

が
同
じ
道
路
を
使
用
し
て
い
た
際

は
、
通
路
を
お
互
い
が
干
渉
し
な

い
よ
う
連
絡
調
整
し
た
。

　

や
は
り
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
や
る
こ
と
が
大
切
。
例

え
ば
少
し
で
も
安
全
帯
を
怠
っ
た

時
に
限
っ
て
足
を
滑
ら
せ
る
。
そ

う
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
監
理
し

た
。

小貝川橋下部その１工事／谷原建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／小貝川築堤盛土　橋脚4基　う
ち1基は基礎工完了
・工事場所／茨城県常総市上蛇町～つくば市
上郷
・工期／2013年6月28日
・現場代理人兼監理技術者／成田慎一

常
総
国
道
管
内

両岸下部工を短期間で施工

　

本
線
区
間
の
大
規
模
な
盛
土
工

事
が
メ
ー
ン
で
、
こ
の
ほ
か
切

土
、
地
盤
改
良
、
調
整
池
等
の
工

事
を
担
当
し
て
い
る
。

　

盛
土
工
事
は
、
他
の
現
場
で
発

生
す
る
土
砂
を
受
け
入
れ
る
際
に

は
、
搬
入
、
締
め
固
め
作
業
を
数

カ
所
で
行
っ
て
い
た
ほ
か
、
大
和

田
第
一
橋
の
上
部
工
工
事
も
同
じ

エ
リ
ア
内
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
土
砂
の
運
搬
管

理
、
大
型
重
機
の
安
全
管
理
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
運
搬
車
両
と

重
機
の
事
故
防
止
に
努
め
た
。

　

ま
た
盛
土
だ
け
で
な
く
途
中
、

排
水
構
造
物
の
築
造
が
入
る
作
業

工
程
で
は
、
両
工
事
が
円
滑
に
安

全
に
進
む
よ
う
、
調
整
に
慎
重
に

対
応
し
た
。
盛
土
で
は
土
砂
の
含

水
率
が
工
期
と
品
質
を
左
右
す
る

た
め
、
本
年
１
月
の
降
雪
で
は
除

雪
作
業
を
実
施
し
作
業
が
止
ま
ら

な
い
よ
う
工
夫
し
、
作
業
ヤ
ー
ド

が
狭
く
厳
し
い
作
業
条
件
の
中
で

も
工
期
を
確
保
し
た
。

　

工
事
も
最
終
仕
上
げ
段
階
に
入

っ
て
お
り
、
不
入
橋
の
橋
脚
廻
り

の
切
盛
土
、
道
路
の
機
能
補
償
工

事
を
行
っ
て
い
る
。

市原南地区改良その12工事／株式会社堀建設

■施工メモ
・工事概要／道路土工　補強土壁工　地盤改
良工　法面工排水構造物　不入調整池など
・工事場所／千葉県市原市不入～大和田地先
・工期／2013年7月18日
・現場代理人／細川　巧也
　監理技術者／下村　光幸

千
葉
国
道
管
内

狭い作業ヤードで大規模盛土
　

高
滝
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の
市

道
の
テ
ー
ル
ア
ル
メ
築
造
と
盛

土
、
一
部
本
線
区
間
の
切
盛
土
、

路
床
、
法
面
関
係
工
事
を
手
が
け

て
お
り
、
す
で
に
本
線
部
分
や
市

道
の
テ
ー
ル
ア
ル
メ
な
ど
主
要
な

工
事
が
完
了
。
Ｂ
１
ラ
ン
プ
の
テ

ー
ル
ア
ル
メ
、
機
能
補
償
道
路
の

掘
削
、
階
段
工
に
移
っ
て
い
る
。

　

メ
ー
ン
工
事
の
市
道
の
テ
ー
ル

ア
ル
メ
は
高
さ
が
15
ｍ
に
及
ぶ
構

造
物
で
、
壁
体
の
傾
斜
測
定
、
盛

土
材
の
含
水
比
測
定
、
盛
土
締
固

め
密
度
測
定
な
ど
品
質
管
理
に
十

分
気
を
使
っ
た
。

　

施
工
に
当
っ
て
は
、
高
所
作
業

に
よ
る
転
落
防
止
に
万
全
の
体
制

を
と
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
で
の
工
事

は
最
盛
期
に
は
７
カ
所
で
現
場
が

動
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
発
注
機

関
と
の
週
に
一
度
の
工
程
会
議
の

ほ
か
、
地
元
対
応
の
一
環
と
し

て
、
関
係
す
る
施
工
会
社
に
よ
る

運
搬
車
両
の
台
数
や
工
事
ル
ー
ト

の
打
ち
合
わ
せ
も
平
行
し
て
実
施

し
、
地
元
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
、
配
慮
し
た
。

市原南地区改良その14工事／京成建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／道路土工　地盤改良工　法面工
擁壁工　排水構造物　舗装工など

・工事場所／千葉県市原市大和田地先
・工期／2013年6月30日
・監理技術者／岡崎　孝夫

千
葉
国
道
管
内

擁壁築造で安全と品質確保

　

現
場
周
辺
に
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

大
型
駐
車
場
が
あ
る
ほ
か
、
国
道

４
号
と
も
隣
接
し
、
買
い
物
客
や

仕
事
で
通
っ
て
く
る
数
多
く
の
一

般
客
と
近
接
し
て
工
事
を
進
め
て

い
る
た
め
、
特
に
安
全
対
策
に
配

慮
し
て
い
る
。

　

現
場
に
入
る
工
事
車
両
は
、
交

通
渋
滞
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
右
折

を
禁
止
し
、
左
折
を
厳
守
さ
せ
て

い
る
。「
現
場
の
事
故
は
一
瞬
に

し
て
信
用
を
失
う
。
信
頼
を
回
復

さ
せ
る
に
は
途
方
も
無
い
時
間
が

掛
か
る
の
で
、
何
事
も
な
く
て
当

た
り
前
」
の
心
構
え
で
施
工
し
て

い
る
。

　

新
技
術
は
安
全
性
、
周
辺
環
境

を
考
慮
し
た
工
法
を
取
入
れ
て
い

る
。
何
か
が
触
れ
た
り
通
過
し
て

も
感
知
す
る
レ
ー
ザ
ー
バ
リ
ア
シ

ス
テ
ム
、
騒
音
振
動
対
策
と
し
て

歩
行
者
か
ら
も
見
え
る
騒
音
・
振

動
計
を
設
置
し
た
り
、
ま
た
、
近

隣
に
水
路
が
あ
り
、
や
わ
ら
か
い

地
盤
の
た
め
に
、
工
事
を
行
う
こ

と
で
水
路
や
周
辺
地
盤
の
変
位
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
た
め

の
傾
斜
計
を
設
置
し
、
万
遍
無
く

安
全
策
を
講
じ
て
い
る
。

慶作前地区高架橋下部その６工事／共立建設株式会社

■施工メモ
・工事概要／深層混合処理40㎡、橋脚躯体
工一式（T型橋脚6基）ほか
・工事場所／埼玉県幸手市上高野
・工期／2013年8月30日
・現場代理人／鈴木　陽香
・監理技術者／荻原　敬昭

北
首
都
国
道
管
内

市街地における安全取組

土質改良し盛土へ再利用
常総国道事務所
建設監督官　永来　良吾

基本に忠実な安全対策
常総国道事務所
建設監督官　吉永　裕康

　

圏
央
道
桶
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
う
ち
、
料
金
所
か
ら
東
北
道

方
面
へ
の
本
線
に
接
続
す
る
ラ
ン

プ
橋
の
下
部
工
事
で
、
Ａ
１
、
Ａ

２
、
Ｐ
１
の
下
部
工
３
基
を
施
工

し
て
い
る
。
現
場
周
辺
は
、
平
地

部
の
た
め
風
が
強
い
こ
と
も
あ

り
、
杭
打
ち
段
階
で
は
、
風
速
計

を
設
置
し
て
、
風
に
対
す
る
作
業

規
制
を
行
っ
た
。

　

日
々
の
安
全
対
策
と
し
て
朝
礼

を
行
い
、
ま
た
協
力
業
者
を
主
体

と
し
た
昼
礼
を
行
う
。
下
部
工
３

基
と
い
う
限
ら
れ
た
場
所
で
の
工

事
の
た
め
、
下
請
け
企
業
を
含
め

た
打
ち
合
わ
せ
が
密
に
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、
毎
月

１
日
と
15
日
は
、
特
別
安
全
日
と

し
て
お
り
、
朝
礼
か
ら
支
店
長
の

訓
示
や
工
事
安
全
に
つ
い
て
の
話

が
あ
る
。
ひ
と
月
に
２
回
と
い
う

こ
と
で
、
月
の
半
ば
で
気
を
引
き

締
め
る
こ
と
で
い
い
緊
張
が
あ

る
。
毎
月
２
回
、
本
社
か
ら
安
全

担
当
者
な
ど
参
加
し
た
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。
慣
れ
が
怖

い
現
場
で
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持

ち
も
引
き
締
ま
る
。

　

周
辺
住
民
に
、
現
場
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
、
屋
根
と
ベ
ン
チ

を
設
け
た
見
学
台
を
設
置
し
て
い

る
。
散
歩
の
途
中
で
立
ち
寄
る
人

も
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
触
れ
合

い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

圏央道桶川インターＣランプ橋下部工事／株式会社安藤・間

■施工メモ
・工事概要／下部工（A1、A2、P1）、既製
杭工ほか

・工事場所／埼玉県桶川市加納地先
・工期／2013年7月19日
・監理技術者／冨田　幹夫

大
宮
国
道
管
内

月２回を特別安全日に



（4）2013年（平成25年）6月27日（木曜日）日 本 工業経済新聞

〝スイスイ首都圏〟３環状のいま
地
域
経
済
と
雇
用
の
創
出
も

13年度予算を踏まえた見直し示す

開通予定 路線名 箇所名 事業規模
2013年度 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ（相模原ＩＣは14年度） 14.7㌔

2013年度 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（稲敷ＩＣ～（仮称）神崎ＩＣ） 10.5㌔

2014年度 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（寒川北ＩＣ～海老名南ＪＣＴ） 2.8㌔

2014年度※ 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（桶川北本ＩＣ～白岡菖蒲ＩＣ） 10.8㌔

2014年度 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡ＪＣＴ～（仮称）五霞ＩＣ） 12.7㌔

2014年度 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（（仮称）五霞ＩＣ～（仮称）境ＩＣ） 6.9㌔

2014年度※ 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（（仮称）神崎ＩＣ～（仮称）大栄ＪＣＴ） 10.0㌔

2015年度※ 国道468号 首都圏中央連絡自動車道（（仮称）境ＩＣ～つくば中央ＩＣ） 28.4㌔

2015年度 国道298号 東京外かく環状道路（千葉県区間） 11.4㌔

※土地収用法に基づく手続きによる用地取得などが速やかに完了する場合

　関東地方整備局は６月、「2013年度予算を踏
まえた道路事業の見直し」について公表した。
用地取得に一定の進ちょくが見られるなど、完

成に向けた事業実施環境が整った事業につい
て、開通の見通しを示している。このうち、３
環状関係の見通しは次のとおり。

関
東
地
整
　
道
路
事
業

　

３
環
状
（
圏
央
道
、
外
環
道
、
中
央
環
状
線
）
は
都
心
部
の
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
の
経
済
活
動
と
暮
ら
し
を
支
え

る
社
会
資
本
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
大
都
市
圏
に
お
け
る
環
状

道
路
の
役
割
は
▽
通
過
交
通
の
抑
制
▽
分
散
導
入
効
果
▽
地
域
間
移
動
▽
非

常
時
の
迂
回
機
能

―
な
ど
が
あ
る
。
諸
外
国
の
主
要
都
市
に
お
け
る
整
備

状
況
を
み
る
と
、
北
京
や
ソ
ウ
ル
は
既
に
環
状
道
路
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
首
都
圏
（
１
都
３
県
）
は
、
計
画
延
長
５
２
５
㎞
の
う
ち
、

供
用
延
長
は
３
０
９
㎞
、
整
備
率
59
％
（
２
０
１
３
年
４
月
現
在
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
首
都
圏
の
渋
滞
は
深
刻
だ
。
現
在
、
都
心
を
走
行
す
る
交
通

の
う
ち
約
６
割
が
通
過
交
通
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
都
心
の
一
般
道
路
を
走

る
車
の
平
均
速
度
は
16
㎞
で
、
全
国
平
均
の
半
分
以
下
。
乗
車
時
間
の
約
６

割
を
渋
滞
な
ど
に
費
や
し
て
お
り
、全
国
平
均
の
１
・
６
倍
と
な
っ
て
い
る
。

圏
央
道
の
内
側
の
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
東
京
港
、
川
崎
港
、
横
浜
港
を
は
じ
め
、
広
域
的
な
物
流
拠
点
も
集
中
。

３
環
状
整
備
促
進
に
対
す
る
地
域
の
声
は
多
く
、
そ
の
内
容
も
企
業
立
地
や

観
光
、
医
療
、
消
防
関
係
と
幅
が
広
い
。
加
え
て
首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
１
日
も
早
い
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
が
待
た

れ
て
い
る
。


